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護
予
防
活
動
拠
点

施
設
改
修
工
事
に

１
７
３
１
万
円
の

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

活
動
の
拠
点
で
あ
る
松

ケ
沢
公
民
館
、
大
平
保
健

福
祉
館
、
坂
本
地
区
集
会

施
設
の
ト
イ
レ
や
調
理
室

を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

改
修
す
る
も
の
で
す
。

　

同
施
設
で
、
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
る
「
上

安
家
支
え
合
い
の
会
」（
会

員
50
人
）
会
長
の
三
好
悦

子
さ
ん
（
安
家
・
64
歳
）

に
、
活
動
の
き
っ
か
け
な

ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。

３ 拠点を改修
　

６
月
定
例
会
は
６
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
開

か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、３
人
の
議
員
が
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
と
補
正
予
算
は
特
別
委
員
会
を
設
け
て
集
中
審
査
。
そ

の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

昼食の様子（松ケ沢公民館）昼食の様子（松ケ沢公民館）

上安家支え合いの会
会長  三

み よ し

好　悦
えつ こ

子さん

6月定例会6月定例会
のの

あらましあらまし

介

―
会
を
結
成
す
る
き
っ
か

け
は
。

三
好　

年
を
取
っ
た
人
の

「
寂
し
い
、
孤
独
だ
」
と

い
う
声
を
聞
い
て
、
地
域

で
高
齢
者
が
孤
立
、
孤
独

を
感
じ
な
い
よ
う
に
、
何

と
か
元
気
で
楽
し
く
で
き

な
い
も
の
か
と
思
い
、
平

成
24
年
４
月
に
「
上
安
家

支
え
合
い
の
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

―
活
動
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

三
好　

月
１
回
各
施
設

（
松
ケ
沢
公
民
館
、
大
平

保
健
福
祉
館
、
坂
本
地
区

集
会
施
設
、
旧
大
平
小
中

学
校
）
を
持
ち
回
り
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
介
護
予
防
運

動
、
ゲ
ー
ム
、
昼
食
の
提

供
（
郷
土
・
伝
統
料
理
を

取
り
入
れ
な
が
ら
地
場
産

品
を
活
用
し
た
料
理
）
な

ど
で
す
。

　
「
声
か
け
あ
っ
ぺ
ぇ
し
」

と
い
う
お
便
り
を
出
し

て
、
地
域
に
知
ら
せ
た
り

ス
タ
ッ
フ
が
会
員
に
配
付

し
な
が
ら
声
を
か
け
て
誘

い
合
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
「
元
気
に
楽
し

く
声
か
け
あ
っ
て
み
ん
な

で
生
き
て
い
く
」
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

―
ど
ん
な
こ
と
に
苦
労
し

て
い
ま
す
か
。

三
好　

企
画
、
運
営
、
実

行
す
る
こ
と
は
大
変
な
時

も
あ
り
ま
す
が
、「
楽
し

い
、
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
く
れ
る
言
葉
と
、
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
に
励
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
を
楽
し
く
坦た
ん
た
ん々

と
息
長
く
や
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

―
施
設
の
改
修
に
つ
い
て

思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

三
好　

調
理
室
が
狭
か
っ

た
り
、
ト
イ
レ
が
小
さ

か
っ
た
り
利
用
者
が
不
便

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
人
口
が

減
っ
た
と
し
て
も
、
地
域

で
支
え
合
っ
て
、
元
気
に

楽
し
く
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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介護予防の３ 
安家地区

三
セ
ク
２
社
が
黒
字
決
算

セ
ク
（
※
１
）
５

社
の
経
営
状
況
に

関
す
る
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
が
資
本
金
の
２
分
の

１
以
上
を
出
資
し
て
い
る

会
社
と
公
益
法
人
は
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
毎
年
経
営
状
況
を
議

会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
年
、
６
月

定
例
会
で
報
告
さ
れ
ま

す
。
本
定
例
会
で
報
告
さ

れ
た
決
算
の
概
要
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

㈱
岩
泉
総
合
観
光
の
決

算
期
は
、
ほ
か
の
三
セ
ク

と
揃
え
る
た
め
に
、
12
月

か
ら
３
月
に
変
更
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
25

年
度
決
算
の
報
告
が
２
期

分
で
、
平
成
25
年
１
月
か

ら
12
月
は
黒
字
決
算
、
平

三

成
26
年
１
月
か
ら
３
月
は

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
泉
乳
業
㈱
は
３
年
連

続
、
㈱
岩
泉
き
の
こ
産
業

は
５
年
連
続
の
単
年
度
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

方
で
、
㈱
岩
泉

産
業
開
発
は
、

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
の
水
の
売
り
上
げ
が

伸
び
た
も
の
の
、
山
菜
や

ワ
サ
ビ
、
短
角
牛
肉
の
振

興
部
門
で
大
き
な
赤
字
が

出
ま
し
た
。

　

㈳
岩
泉
農
業
振
興
公
社

は
、
粗
飼
料
生
産
な
ど
の

公
益
事
業
と
堆
肥
製
造
販

売
な
ど
の
収
益
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
報
告
さ
れ

る
三
セ
ク
の
経
営
状
況
な

ど
に
対
し
、
法
の
趣
旨
で

あ
る
監
視
を
行
う
と
と
も

一

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
町

当
局
と
一
丸
と
な
り
、
持

続
的
な
経
営
に
よ
る
雇
用

の
確
保
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

岩
泉
中
工
事
契
約
を
議
決

事
請
負
契
約
に
関

す
る
10
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
岩
泉
中
学
校
校
舎

　

大
規
模
改
造
建
築
工
事

▽
金
額

 

２
億
３
９
７
６
万
円

▽
請
負
者

 

㈱
西
倉
工
務
店

■
小
川
こ
ど
も
園

　

建
築
工
事

▽
金
額

 

１
億
２
３
１
２
万
円

▽
請
負
者 

㈱
畑
中
組

工

■
町
道
メ
ン
ズ
ク
メ
線

　

改
良
舗
装
工
事

▽
金
額 

６
８
５
８
万
円

▽
請
負
者

 

小
野
新
建
設
㈱

■
町
道
早
坂
１
号
線

　

舗
装
工
事

▽
金
額 

６
３
７
２
万
円

▽
請
負
者

小
野
新
・
三
好
舗
装
経

常
共
同
企
業
体

■
町
道
茂
井
１
号
線

　

舗
装
工
事

▽
金
額 

５
６
１
６
万
円

▽
請
負
者 

高
徳
建
設
㈱

阿部さんを推薦
人権擁護委員の候補者

　人権擁護委員の候補者
に小本の阿部範子さん
（58）を推薦することに
なりました。
　同委員は町が議会の意
見を聞き、法務大臣に推
薦します。
　竹花恵美子さんが９月 30日で任期満了にな
るため、新たに阿部さんを後任の候補者として
推薦するものです。
　任期は法務大臣が委嘱した日から３年間です。

阿
あ べ

部　範
のりこ

子さん

三セク５社の決算状況の概要（25年度決算）
会　社　名 資本金 町出資金 町出資比率 経常損益 純損益

㈱岩泉総合観光（※2） 10,000 7,250 72.5％ 701
▲ 510

504
▲ 416

㈱岩泉産業開発 42,600 37,000 86.9％ ▲ 1,101 ▲ 1,288
㈱岩泉きのこ産業 30,500 28,400 93.1％ 6,892 6,144
岩泉乳業㈱ 38,000 36,400 95.8％ 9,296 8,335
㈳岩泉農業振興公社 4,500 3,750 83.3％ ▲ 1,764 ▲ 733

岩泉のむヨーグルトを
ブレンドしたソフトクリーム。
（龍泉洞の「ポンテ」限定販売。）

観光客にも人気です

（※１） 第三セクターの略。国や地方公共団体等の公共部門（第一セクター）
と民間部門（第二セクター）との共同出資で設立された事業主体

（※２） 決算期を12月から３月に変更したことにより２段で掲載した。
　　　（下段は、平成 26年１月から３月分）

（単位：万円）
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条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

町民や観光客が散策する遊歩道

条例補正予算審査の特別委員会（合砂丈司委員長）では、
町立図書館設置条例の一部改正や２つの会計の補正予算を審査し、
付託された議案すべてを可決と決定。その後の本会議で、全会一致で

原案のとおり可決しました。委員会の審査の中から
いくつかの質疑を要約してお伝えします。

　龍泉洞温泉ホテルから
龍泉洞までの渓流沿いの
遊歩道は、橋などの老朽
化が進んでいるので、安
全に散策するためにはど
のような手立てが必要な
のか調査をします。

条例改正と補正予算の主な内容

◇町立図書館設置条例の一部改正
　移転に伴い、町立図書館の位置を松橋に、閉館時間を午後７時に変更
します。

◇町道水上線等災害復旧工事　7628万円
　平成 25年 7月の集中豪雨により被害を受けた国境、見内川地域の町
道復旧工事を行います。

◇被災農業者緊急支援事業補助金　2966万円
　平成26年２～３月の豪雪により被害を受けた農業施設の再建や修繕、
撤去に伴う費用を支援します。

◇社会保障・税番号制度システム整備委託料　1285万円
　平成 28年１月から実施される番号制度（※）に伴い、システムの整
備を行います。

6月補正予算の状況6月補正予算の状況
会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算額

一 般 会 計 5億2326万円 121億4326万円

観光事業特別会計 1534万円 1億7374万円

（※）行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づき、
　　 国民および法人すべてに番号が付番され、公的機関が専用回線を通じて情報を利用する制度
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条
例
補
正
予
算
審
査
特
別
委
員
会

統
合
後
の
旧
校
舎
を

介
護
予
防
の
活
動
拠

点
と
し
て
整
備
す
る
な

ど
、
関
係
課
と
横
の
連
携

を
取
り
な
が
ら
施
策
を
立

案
で
き
な
い
か
。

関
係
課
の
ほ
か
、
地

区
住
民
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

統
合
か
ら
数
十
年
経

ち
、
物
理
的
寿
命
に

よ
り
危
険
な
建
物
が
見
受

け
ら
れ
る
。
地
区
で
は
撤

去
で
き
な
い
と
思
う
の

で
、
町
で
解
体
す
る
考
え

は
な
い
か
。

地
区
住
民
と
相
談

し
、
ほ
か
の
使
い
道

が
な
け
れ
ば
解
体
の
方
向

で
進
め
た
い
。

龍泉洞

ふるさと

統合後

洞
内
の
照
明
に
変
化
を

納
税
の
特
典
見
直
し
内
容
は

校
舎
を
介
護
予
防
の
拠
点
に

今
後
、
検
討
し
て
い
く

対
象
の
寄
付
金
額
を
下
げ
た

地
区
住
民
と
連
携
し
進
め
る

龍
泉
洞
内
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
は
賛
否
両
論
が

あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
や
冬
期

の
誘
客
に
限
定
し
て
は
ど

う
か
。好

評
の
声
が
多
い
と

捉
え
て
い
る
が
、
照

明
の
色
は
変
え
ら
れ
る
の

で
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

龍
泉
洞
が
恋
人
の
聖

地
に
認
定
さ
れ
た
。

周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
地
権
者
と

交
渉
を
進
め
て
い
る

が
、
合
意
を
得
る
に
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
。

恋
人
の
聖
地
の
銘
板

設
置
方
法
は
。

龍
泉
洞
の
入
り
口
付

近
に
は
、
町
内
の

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
作
家

が
制
作
す
る
彫
刻
の
中
に

銘
板
を
設
置
す
る
。

　

う
れ
い
ら
商
店
街
の
親

水
空
間
「
初は
っ
こ
い
み
ず

恋
水
・
百
ひ
ゃ
っ

恋こ
い

水み
ず

」
に
は
、
水
中
に
設
置

す
る
。

見
直
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
（
※
２
）
の
特

典
内
容
を
聞
く
。

こ
れ
ま
で
は
、
20
万

円
以
上
の
寄
付
者
に

３
０
０
０
円
相
当
の
特
産

品
を
贈
っ
て
い
た
。

　

見
直
し
に
よ
り
、
１
万

円
以
上
の
寄
付
者
に
、
５

０
０
０
円
相
当
の
選
べ
る

特
産
品
を
設
定
し
た
。

問

問問

答

答答答
ジ
オ
パ
ー
ク
（
※

１
）
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
活
用
方
法
は
。

ジ
オ
パ
ー
ク
の
観
光

客
や
町
民
へ
の
配
布

を
考
え
て
い
る
。

問

問問 答

答

問

問

答

答

（※１） 科学的に貴重な地質遺産を複数含んだ自然の公園。龍泉洞などは平成 25年９月に三陸ジオパークの認定
を受けた

（※２）自分が選んだ自治体に寄付すると、寄付金額に応じて所得税と住民税から一定額の控除を受けられる制度
（※３）本町の出身者などで構成する会員約 450人の団体

寄
付
金
額
の
半
分
で

あ
る
。
謝
礼
に
し
て

は
多
い
よ
う
に
感
じ
る

が
、
５
０
０
０
円
は
何
を

基
準
に
決
め
た
の
か
。

全
国
の
ふ
る
さ
と
納

税
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

１
万
円
に
対
し
て
半
分
の

と
こ
ろ
が
人
気
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
町
の
産
業
振
興
に
結

び
つ
け
た
い
。

も
っ
と
ふ
る
さ
と
納

税
者
を
増
や
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
。

町
と
全
国
の
ふ
る
さ

と
納
税
が
集
ま
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
す

る
。
ま
た
、
岩
泉
町
ふ
る

さ
と
会
（
※
３
）
な
ど
へ

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

問答

ふるさと納税額の実績

年度 件数 金額

20・21 15 270万6000円

22・23 79 2594万6000円

24・25 74 1353万5000円

計 168 4218万7000円

入
口
の
天
井
が
は
が
れ
、
錆さ

び

が

多
く
な
っ
て
い
る
有
芸
小
学

校
の
旧
肘
葛
分
校
体
育
館
（
平

成
５
年
度
統
合
）

階
段
が
崩
れ
て
危
険
な
状
態

の
岩
泉
小
学
校
の
旧
月
出
分

校
体
育
館（
平
成
８
年
度
統
合
）

三陸ジオパークには、龍泉洞のほか、昭和 53年に日本で初めて恐竜の
化石が発見された「モシリュウの化石発見地」なども認定されています
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の
執
行
状
況
や

将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ
と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説

明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

こ
の
一
般
質
問
に
よ
り
、
執
行
機
関
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

政
治
責
任
を
明
確
に
さ
せ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
「
現
行
の
政
策
変
更
」
や
「
新
規
政
策
を
採
用
」
さ
せ
る
な
ど
の
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

内
容
を
要
約
し
て
登
壇
順
（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
質
疑
全
文
を
記
録
し
た
会
議
録
は
、
９
月
下
旬
こ
ろ
か
ら
町
立
図
書
館
ま

た
は
役
場
各
支
所
図
書
室
で
閲
覧
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

① 三セクホールディングス化を聞く
② 防災体制の強化をはかれ
③ 国保税の割引制度の創設を
 三田地久志　7p

① 三セクの経営改善を
② 被災住宅再建に支援策を
③ 高齢者の支え合い対策は
 坂本　昇　8p

① スピード感を持った復興を
② シイタケ IJUターン事業の評価は
 林﨑竟次郎　9p

3人の議員が発言
～質問内容～

臨　時　会
 

（
３
月
25
日
開
催
）

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
消

費
税
率
の
改
定
に
伴
う
変

更
契
約
に
関
す
る
２
議
案

と
、
２
つ
の
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

▽
追
加
額

６
３
２
５
万
４
０
０
０
円

 

（
４
月
25
日
開
催
）

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
工

事
の
請
負
な
ど
契
約
に
伴

う
13
議
案
と
洗
砂
機
購
入

第
２
回

第
３
回

第
４
回

　第2回から第4回臨時会の
主な内容をお知らせします。
　提案された議案は、審査の結果、
すべて全会一致で原案のとおり
可決しました。

に
関
す
る
議
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

■
工
事
名　

集
団
移
転
地

造
成
区
画
工
事

▽
金
額

８
９
４
０
万
３
４
８
０
円

▽
請
負
者　

㈱
畑
中
組

■
工
事
名　

準
用
河
川
小

本
川
河
川
災
害
復
旧
工
事

▽
金
額

 

１
億
２
５
２
８
万
円

▽
請
負
者　

高
徳
建
設
㈱

 

（
５
月
23
日
開
催
）

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
工

事
請
負
契
約
に
伴
う
３
議

案
と
町
立
図
書
館
の
備
品

購
入
に
関
す
る
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

■
工
事
名　

公
立
学
校
施

設
災
害
復
旧
事
業
岩
泉
町

立
小
本
小
学
校
及
び
小
本

中
学
校
移
転
復
旧
（
校

舎
・
屋
内
運
動
場
）
建
築

工
事

▽
金
額

 

18
億
２
８
４
４
万
円

▽
請
負
者　

宮
城
建
設
・

小
野
新
・
フ
ジ
ネ
経
常
共

同
企
業
体
特
定
共
同
企
業

体

除
雪
費
６
千
万
円

補
正
予
算
で
可
決

集
団
移
転
地
造
成

工
事
契
約
を
可
決

小
本
小
・
中
学
校

工
事
契
約
を
可
決
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事業改善や拡大に有効な手法
伊達 町長

ホールディングス化を聞く
三セク

三
み た ち

田地　久
ひさし

志 議員

三
田
地
久
志
議
員　

町
長

の
構
想
で
あ
る
三
セ
ク
４

社
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

化（
※
１
）に
つ
い
て
聞
く
。

①
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
が
、

各
社
と
も
債
務
超
過
の
状

況
で
は
な
い
。
デ
メ
リ
ッ

ト
も
解
消
で
き
る
最
善
の

方
法
は
減
資
（
※
２
）
し

か
な
い
と
考
え
る
。

　

減
資
は
後
ろ
向
き
に
捉

わ
れ
が
ち
だ
が
、
三
セ
ク

の
経
営
効
率
を
改
善
す
る

た
め
に
行
う
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

②
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化

の
最
終
到
達
点
は
、
経
営

統
合
し
た
三
セ
ク
の
完
全

民
営
化
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
三
セ
ク
の
真
の
姿
に

な
る
と
思
う
が
、
町
長
の

考
え
は
。

伊
達
町
長　

①
減
資
に
つ

い
て
は
、
累
積
欠
損
金
の

解
消
の
み
な
ら
ず
、
財
務

の
改
善
と
強
化
お
よ
び
新

た
な
事
業
拡
大
を
行
う
上

で
有
効
な
手
法
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続

き
効
果
的
な
方
法
と
実
施

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

重
ね
、
適
時
適
切
に
判
断

し
て
い
く
。

②
三
セ
ク
と
し
て
は
全
国

で
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い

「
株
式
の
上
場
」
さ
ら
に

は
「
完
全
民
営
化
」
を
は

か
る
こ
と
で
あ
る
。

三セク４社のホールディン
グス化が検討されています

三
田
地
議
員　

防
災
の
プ

ロ
を
２
〜
３
年
程
度
の
期

限
付
職
員
と
し
て
採
用

し
、
町
防
災
計
画
の
推
進

や
地
域
振
興
協
議
会
お
よ

び
町
職
員
の
自
主
防
災
の

取
り
組
み
の
指
導
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

防
災
体
制
の
強
化
を
は
か
れ

人
材
の
育
成
や
確
保
を
行
う

町
長　

地
域
振
興
協
議
会

や
町
職
員
の
防
災
に
関
す

る
指
導
は
、
県
の
地
域
防

災
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

な
ど
を
活
用
し
、
人
材
の

育
成
や
確
保
に
努
め
る
。

三
田
地
議
員　

国
は
健
康

作
り
を
す
る
人
の
保
険
料

（
税
）
や
医
療
費
負
担
を

安
く
す
る
制
度
の
検
討
を

始
め
た
。

　

町
で
も
「
運
動
習
慣
割

引
制
度
」
や
「
特
定
健
診

継
続
受
診
者
割
引
」な
ど
、

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

を
軽
く
す
る
仕
組
み
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
保
税
の
割
引
制
度
の
創
設
を

国
の
制
度
を
注
視
し
検
討
す
る

町
長　

国
は
平
成
27
年
度

中
の
実
施
を
視
野
に
入

れ
、
病
気
予
防
や
健
康
増

進
に
取
り
組
む
公
的
医
療

保
険
者
（
市
町
村
国
保
を

含
む
）
の
保
険
料
（
税
）

軽
減
の
検
討
を
始
め
た
。

　

こ
の
新
た
な
制
度
の
創

設
を
注
視
し
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

（※１）持株会社のこと。詳しくは10㌻をご覧ください
（※２）株主からの出資金である資本金を取り崩し、資本金の額を減らすこと
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三セクの経営改善を

町民の理解を得て進める
坂
さかもと

本　昇
のぼる

 議員

伊達 町長

坂
本
昇
議
員　

①
三
セ
ク

の
経
営
状
況
な
ど
は
町
民

の
重
大
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
る
。

　

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化

を
町
民
に
ど
の
よ
う
に
説

明
し
理
解
を
求
め
、
戦
略

を
展
開
し
て
い
く
考
え
か
。

②
岩
泉
き
の
こ
産
業
に
お

け
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
返
済

問
題
は
、
一
定
の
方
向
性

を
定
め
る
時
期
と
思
う
が

ど
う
か
。

伊
達
町
長　

①
三
セ
ク
４

社
の
株
主
総
会
で
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
化
の
構
想
を

説
明
し
、
概
ね
了
解
を
得

た
。
専
門
家
を
交
え
て
減

資
な
ど
の
方
法
を
調
査
研

究
す
る
。

　

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化

構
想
を
テ
ー
マ
に
し
た
町

民
懇
談
会
の
開
催
を
検
討

し
、
町
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

②
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
生
産
者

の
未
収
金
は
多
額
で
あ
り
、

支
援
を
強
化
し
て
会
社
の

負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い

よ
う
整
理
を
進
め
た
い
。

坂
本
議
員　

建
築
単
価
の

高
騰
に
よ
り
、
被
災
者
の

住
宅
再
建
構
想
が
後
退
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
前
、
町
独
自
の
支
援

坂
本
議
員　

高
齢
化
が
急

速
に
進
み
、
見
守
り
や
安

否
確
認
を
は
じ
め
医
療
・

介
護
・
経
済
・
交
通
問
題

被
災
住
宅
再
建
に
支
援
策
を

町
独
自
の
支
援
策
を
検
討
中

策
を
検
討
中
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

町
長　

集
団
移
転
地
は
８

月
中
旬
ま
で
に
は
現
地
区

画
を
表
示
し
、
画
地
面
積

と
分
譲
価
格
を
示
す
。

　

建
築
単
価
は
高
止
ま
り

の
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
状
の
支
援
制
度
に

加
え
、
さ
ら
な
る
支
援
策

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
早
々
に

復
興
本
部
会
議
を
開
催

し
、
方
向
付
け
を
す
る
。

高
齢
者
の
支
え
合
い
対
策
は

地
域
主
導
の
介
護
予
防
策
を
推
進

笑顔があふれる
町づくりを進めます

な
ど
高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
。

　

地
域
に
お
け
る
相
互
の

支
え
合
い
が
大
き
な

に

な
っ
て
い
る
。
生
涯
に
わ

た
り
高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
を
送
れ
る
た
め
の
施

策
を
示
せ
。

町
長　

第
５
期
高
齢
者
福

祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、
住
ま
い
・
医

療
・
介
護
・
予
防
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
施
策
の
柱

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
齢
者
が
孤
立
せ
ず
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生

き
生
き
と
安
心
し
て
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
が

主
体
と
な
る
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
広
め
て
い
く
。
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集団移転地を秋口に配分
伊達 町長

スピード感を持った復興を
林
はやし

﨑
ざき

　竟
きょうじろう

次郎 議員

林
﨑
竟
次
郎
議
員　

小
本

こ
ど
も
園
、
小
本
小
学

校
、
小
本
中
学
校
の
起
工

式
が
行
わ
れ
、
岩
泉
町
震

災
復
興
計
画
が
前
に
進
ん

で
い
る
が
、
い
ま
だ
に
被

災
者
の
74
世
帯
、
２
０
１

人
が
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら

し
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
町

の
復
興
に
つ
い
て
聞
く
。

小本小学校起工式の様子（6月16日）

伊
達
町
長　
復
興
事
業
は
、

当
初
予
定
し
た
計
画
期
間

内
に
ほ
ぼ
完
了
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。

　

集
団
移
転
地
の
完
成
は

今
年
度
末
に
な
る
が
、
被

災
者
の
皆
さ
ん
が
前
倒
し

で
建
築
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
秋
口

ま
で
に
は
希
望
者
に
区
画

配
分
す
る
。

林
﨑
議
員　

菌
床
シ
イ
タ

ケ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
事
業

（
※
）
に
つ
い
て
、
岩
泉

き
の
こ
産
業
に
関
す
る
次

の
４
点
を
聞
く
。

①
こ
の
事
業
の
評
価
と
参

入
事
業
者
が
撤
退
し
た
原

因
。

②
債
務
を
減
ら
す
た
め

に
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や

備
品
を
売
却
し
て
結
ん
だ

岩
泉
き
の
こ
産
業
と
の
委

託
契
約
お
よ
び
数
年
後
の

契
約
解
除
は
、
生
産
者
が

納
得
の
上
、行
わ
れ
た
か
。

③
近
年
、
単
年
度
黒
字
に

な
っ
て
い
る
が
、
経
営
改

善
計
画
に
よ
る
も
の
か
。

④
経
営
改
善
策
と
し
て
整

備
さ
れ
た
培
養
棟
な
ど

は
、
目
的
に
沿
っ
て
活
用

さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
事
業
者
へ
販
売

し
た
菌
床
ホ
ダ
の
価
格
は

適
正
で
あ
っ
た
か
。

町
長　

①
都
市
部
と
農
村

の
交
流
、
田
舎
へ
の
移
住

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
撤
退
理
由
に
つ

い
て
は
、
特
定
の
生
産
者

と
の
個
別
の
内
容
で
あ
り

答
弁
は
控
え
る
。

②
膨
れ
上
が
る
債
務
を
解

消
す
る
た
め
生
産
者
と
協

議
し
、
納
得
の
上
、
売
却

し
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

③
多
額
の
損
失
で
債
務
超

過
に
陥
っ
た
時
期
も
あ
る

が
、
再
建
を
懸
け
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
善

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

雇
用
の
拡
大
と
安
定
経
営

が
は
か
ら
れ
た
。

④
施
設
整
備
に
よ
り
、
生

産
量
お
よ
び
売
上
高
と
も

増
加
し
て
い
る
。

　

菌
床
ホ
ダ
の
価
格
は
、

適
正
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
の
評
価
は

都
市
部
と
農
村
の
交
流
を
実
現

シイタケ

（※） 平成 17年から平成 23年に実施した IJUターン事業。本町に移住してシイタケ栽培をする人に
シイタケ栽培ハウス費用の補助（最大 300万円）を行った

399_407_306.indd   9399_407_306.indd   9 14/07/24   18:0214/07/24   18:02



いわいずみ議会だより　第168号
平成26年8月1日発行10

三セクの三セクの
ホールディングス化ホールディングス化

　

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

と
は
、
い
わ
ゆ
る
持
株

会
社
（
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
）
の
こ

と
だ
よ
。

　

持
株
会
社
が
三
セ
ク

の
株
式
を
保
有
し
て
、

グ
ル
ー
プ
会

社
に
す
る
ん

だ
。

　

岩
泉
農
業
振
興
公
社

は
一
般
社
団
法
人
で
、

ほ
か
の
４
社
と
は
法
人

の
形
態
が
違
う
の
で
、

株
式
会
社
４
社
で
の

ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
を

考
え
て
い
る

ん
だ
よ
。

　

組
織
の
再
編
で
生
じ

た
余
剰
人
員
は
、
別
の

部
門
に
配
置
し
て
、
さ

ら
な
る
事
業

の
充
実
、
拡

大
を
さ
せ
る

考
え
だ
よ
。

　

龍
泉
洞
の
水
と
岩
泉

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
菌
床
シ

イ
タ
ケ
を
欲
し
い
お
客

様
や
業
者
は
、
３
社
そ

れ
ぞ
れ
に
注
文
し
て
い

る
け
ど
、
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
化
さ
れ
る
と
、

１
社
で
済
む
よ
う
に
な

る
ん
だ
。

　

各
会
社
は
組
織
や
事

業
を
再
編
し
て
、
グ

ル
ー
プ
全
体
で
効
率
的

に
経
営
し
て

い
こ
う
と
し

て
い
る
ん
だ

よ
。

三
セ
ク
の
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス

化
っ
て
、
ど
ん

な
こ
と
？

町
の
三
セ
ク
５

社
が
す
べ
て
そ

う
な
る
の
？

従
業
員
は
減
る

の
？

な
ぜ
進
め
よ

う
と
し
て
い
る

の
？

テ ー マ

岩泉きのこ産業岩泉きのこ産業

岩泉産業開発

岩泉乳業

岩泉総合観光

会　社　名 設立年 主な業務 繰越利益剰余金 従業員数

㈱岩泉総合観光 昭和 50年
○龍泉洞温泉ホテルの運営
○龍泉洞レストハウスの運営
○龍泉洞の清掃等管理（受託）

▲ 5462 万円 47人

㈱岩泉産業開発
（※） 昭和 57年

○龍泉洞の水の製造・販売
○道の駅の運営
○ワサビや短角牛肉の加工・販売
○ふれあいらんど岩泉の管理
　（受託）

▲ 1億 42万円 75人

㈱岩泉きのこ産業 平成 ９ 年 ○菌床シイタケの生産・販売 ▲ 7464 万円 143 人

岩泉乳業㈱ 平成 16年 ○牛乳や乳製品の製造・販売
○コールドセンターの運営（受託） ▲１億 7337 万円 37人

計 ▲４億 305 万円 302 人

三セク４社の概要

（※） 「社団法人岩泉町産業開発公社」の収益事業部門を、平成14年２月に
「株式会社岩泉産業開発」に転換設立

平成26年３月 31日現在
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障
が
い
者
・
高
齢
者
福
祉
を
調
査

３
地
区
の
災
害
復
旧
状
況
を
調
査

　

総
務
常
任
委
員
会

（
坂
本
昇
委
員
長
）
で

は
、
町
内
の
福
祉
関
係

４
施
設
の
現
地
調
査
を

５
月
27
日
に
行
い
ま
し

た
。

○
共
同
生
活
援
助
事
業

所
「
さ
く
ら
ほ
う
む
・

め
い
ぷ
る
ほ
う
む
」（
対

象
…
知
的
障
が
い
者
）

○
生
活
介
護
事
業
所
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
（
※
１
）「
い
ず

み
の
里
」（
対
象
…
知

的
障
が
い
者
）

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
「
き
ぼ
う
ハ
ウ

ス
」（
対
象
…
精
神
障

が
い
者
）

　

こ
の
３
施
設
は
、
職

員
と
通
所
者
が
一
体
と

な
り
生
活
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。
今
後
の
障

が
い
者
施
策
と
し
て
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

　

産
業
常
任
委
員
会

（
野
舘
泰
喜
委
員
長
）

で
は
、
集
中
豪
雨
で
被

害
が
あ
っ
た
国
境
・
見

内
川
地
域
な
ど
の
復
旧

状
況
調
査
を
５
月
29
日

に
行
い
ま
し
た
。
農
業

関
連
は
復
旧
が
終
わ

り
、
水
田
も
植
え
付
け

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

道
路
や
河
川
に
つ
い
て

は
、
一
カ
所
の
み
の
復

旧
で
し
た
の
で
、
早
期

完
成
を
期
待
し
ま
す
。

　

小
本
地
区
は
、
小
本

小
・
中
学
校
の
移
転
地

造
成
が
終
わ
り
、
大
打

撃
を
受
け
た
小
本
中
学

校
の
校
庭
を
横
切
る
避

難
路
や
小
本
の
堤
防
工

事
が
進
み
、
復
旧
・
改

修
が
目
に
見
え
て
き
て

い
ま
し
た
。

　

大
牛
内
地
区
で
は
、

雪
害
停
電
に
よ
り
断
水

ン
（
※
２
）
の
理
念
の

浸
透
や
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
生
活
支
援
の

環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

○
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー「
ど
ん
ぐ
り
苑
」

（
対
象
…
高
齢
者
）

　

居
住
部
門
は
冬
期
間

の
利
用
が
大
半
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
集
落
か
ら

離
れ
て
暮
ら
す
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
対

し
、
安
全
確
保
を
は
か

る
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
総
務
常
任
副
委
員
長

 

八
重
樫
龍
介
）

し
た
水
道
施
設
を
調
査

し
ま
し
た
。
埋
設
管
の

経
年
劣
化
に
よ
る
漏
水

や
断
水
、
さ
ら
に
は
取

水
施
設
の
非
常
電
源
設

備
が
稼
働
し
な
い
な
ど

老
朽
化
が
目
立
ち
ま
し

た
。
岩
泉
で
最
大
の
畑

作
・
酪
農
・
畜
産
地
帯
に

と
っ
て
水
の
確
保
は
絶

対
で
す
。
水
源
は
田
野

畑
村
で
す
が
、
利
用
割

合
は
本
町
が
７
割
で
す

の
で
、
早
期
の
改
修
・

改
善
を
要
望
し
ま
す
。

（
産
業
常
任
委
員

 

三
田
地
久
志
）

記念タオルの印刷工程の説明
を受ける委員（いずみの里）

小本地区の復旧・復興
状況を調査する委員

（※１）就労が困難な人に働く場を提供し、知識および能力の向上に必要な訓練を行う非雇用型事業所
（※２） 障がい者と健常者は、お互いが特別に区別されることなく、社会生活をともにするのが正常なこ

とであり、本来の望ましい姿であるとする考え方

６月定例会に提出された請願は２件でした。
総務常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決まりました。

なお、陳情書１件と要望書２件は、議会運営委員会で協議し、議員と町当局へ写しを配付しました。

請願件名 請願人 紹介議員 審査の
結果 本会議での採決

安全・安心の医療・介護実現のた
めの夜勤改善・大幅増員を求める
請願書

岩手県医療労働組
合連合会
執行委員長

中野るみ子

林﨑竟次郎 採択 採択に全員賛成。国と
県の関係機関に意見書
を提出

ふたたび被爆者をつくらないため
に「現行法」（原子爆弾被爆者に
対する援護に関する法律）改正を
求める請願

岩手県原爆被害者
団体協議会
会長　伊藤宣夫

林﨑竟次郎 継続
審査

継続審査に全員賛成
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第３回「議員と語る会」は、
３月定例会の議会報告と意見交換を行いました。
各分野で出された意見の一部を紹介します。

　岩泉町森林組合を中心に林業関係者 19人と
議員 13人の意見交換会は、林業の問題につい
て活発な論議が展開されました。
▶町はかなりの面積の山を所有しているが荒れ
た所が多い。特に、奥地は造林され、改植され
たが、荒れ山だ▶年収 200 万円に届かないた
め若い人が入ってこない▶町内 93％の森林に
はたくさんの捨て間伐材がある。有効利用のた
め、森林組合に近代的な高性能機械が必要だ▶
復興関係の用材は、針葉樹は集まっているが広
葉樹が足りない▶軽油の免税（※1）が難しく
なってきている▶大面積を所有している人は少
ない。小面積を所有する農林家へ啓発を行い、
更新伐（※2）という考え方で森林整備を実践
するべきだ▶町有林 4000 町歩と大川財産区
2000 町歩、合わせて 6000 町歩を 50～60 年
計画で永遠のサイクルに乗せるよう計画するべ
きだ。
　町土の 93％を占める森林にもっと目を向け
て、活性への舵

かじ

を切らなければならないと強く
感じました。 （産業常任委員長　野舘泰喜）

　商工業関係者 19 人と議員 13 人による意見
交換会は、岩泉商工会であらかじめ出席者の考
えをまとめていただき、多岐にわたる議論が展
開されました。発言の要旨は以下のとおりです。
▶観光や食産業の広域化に取り組むべきである
▶ 6次産業の農家応援施策の具体的な内容が
ない▶観光サイドの強化、ネットワークが必要
である▶岩泉高校を卒業し地元で暮らすには覚
悟がいる。減税や物づくり支援など行政の手立
てが望まれる▶岩泉高校卒業生の雇用時におけ
る優遇措置や選択できる雇用の場が必要である
▶土地購入費の補助や安いアパートを考えて、
若者の定着をはかるべきである▶人口減少の歯
止め対策の一つは、町民のルール作りである▶
岩泉線は史跡として活用する魅力がある▶「兼
業」ではなく「複合」的な考えで仕事をするこ
とが、安定しやすい。
　そのほかにも多くの提言を受け、これらの課
題克服に向け議会全体で取り組んでいきたいと
感じました。
 （総務常任委員長　坂本昇）

高性能機械の導入を急げ 商工業振興には若者の力が不可欠

林　業 商 工 業
（6月 17日開催） （6月 16日開催）

適切な森林管理は、産業振興や防災につながります。機械
化の遅れが後継者問題に直結しているとの意見もありました

商工業や観光、食産業のネットワークに
ついて、活発な意見交換が行われました

（※１） 軽油引取税は道路整備に使用する目的税であるが、法令で定める特定の
用途に使う場合、県知事の承認により課税が免除される

（※２） 樹木を伐採し、萌
ほうが
芽更新や苗木植栽により森林の再生を目的とする施業
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次回次回のの議員議員とと語る会語る会はは
11月11月のの予定予定ですです
皆さんの参加をお待ちしています

インタビュー
参加者参加者

初の

　第１回目の岩泉高校生徒会執行部 14人と議
員 11人による意見交換会は、予定の時間を越
える中身の濃い内容で終えました。生徒の皆さ
んの発言要旨は以下のとおりです。
▶小川地区のバス通学に不便がある。校門閉鎖
から最終便まで１時間以上の待機が必要でその
場所もない▶公募による看板を作り、ゴミ捨て
防止の啓蒙をしたらどうか▶自然をもっと活用
するべき。ジオパークのＰＲが足りない▶地域
の隅々までもっと活気がほしい▶鍼

はりきゅう

を学び、
戻ってきて恩返しがしたい▶高卒後、岩泉に残
る人は収入が目的ではない。親のことや休みな
どが重要で、福利厚生がしっかりしていること
が求められている▶若い人、女性が議員に立候
補できる環境を創って欲しい。
　そのほかにも多数の貴重なご意見をいただき
ました。全体的に、男女比率４対６の執行部は、
「学校、就職で外に出ても、老後には帰ってき
たい。暮らしたい町ナンバーワンになって欲し
い。」と締めくくりました。
 （産業常任委員長　野舘泰喜）

暮らしたい町ナンバーワンに

高 校 生
（6月 19日開催）

こども園や老人施設で、吹奏楽や郷土芸
能を披露したいという意見もありました

時
間
が
足
り
な
い

も
っ
と
勉
強
を

パ
イ
プ
を
広
げ
て

　

出
席
者
全
員
が
商
工
業

を
軸
に
、
岩
泉
を
良
い
方

向
に
向
け
た
い
と
い
う
同

じ
意
識
を
持
っ
た
意
義
の

あ
る
話
し
合
い
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
時
間
不
足
で

し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
「
勉

強
不
足
で
、勉
強
不
足
で
」

と
い
う
言
葉
が
耳
に
つ
き

ま
し
た
。

　

次
回
は
多
少
な
り
と
も

勉
強
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
が
強
く

町
の
事
を
考
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
と
議
会
を
つ
な
げ
て
、

さ
ら
な
る
町
の
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

工
く ど う

藤　満
みつる

さん
（商業・54歳）

阿
あ べ

部　剛
たけふみ

史さん
（林業・51歳）

町
まちひら

平　紅
こうよう

葉さん
（岩泉高校・２年）
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◆平成26年３月定例会

議会だよりでは、定例会で行われた質疑の
要旨を掲載しています。議員の行う提言などは、町政にどう反映

されているのでしょうか。これまでの質疑の中から一部をピックアップし、
その後の経過について追跡してみました。

答弁質問
　大雪の場合、道幅を確保するためにロー
タリ除雪車が必要である。町に１台あるが、
県から１台借りて除雪を行った。
　ロータリ除雪車の新規購入を検討する。

　平成 26年 2月の記録的な大雪では、各地
区の町道は除雪が困難な状況が続き、安家地
区では４集落が一時孤立状態となった。
　除雪車が足りないのであれば、増やすべき
である。

除雪車を増やすべきでは

豪雪で除雪が進まない安家地区の様子
（平成 26年２月16日撮影）

6月補正予算の状況（除雪関係）
◆除雪機械購入費 2億 1938万円
◆除雪機械格納庫建設工事費 4762万円
　・ 旧安家中学校グランドに除雪機械８台を
保管する格納庫を建設

６月定例会で除雪機械
1台の購入に関する
議案を可決しました。
また、補正予算を議決し、

第５回臨時会
（7月9日開催）で、
除雪機械6台の
購入に関する議案を
可決しました。

町所有の除雪機械台数
平成25年度末 平成26年度購入 平成26年度末見込

ロータリ除雪車 １台 ２台 ３台
除雪グレーダ ２台 ― ２台
除雪ドーザ 14台 ５台 19台

計 17台 ７台 24台
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南側駐車場傍聴者
出入口

議会棟

庭

北側駐車場

本庁舎
（町民課など）

分庁舎
（農林水産課など）

会議棟
（地域整
備課）

岩
泉
地
区
合
同
庁
舎舎

至町
民
会
館

至

済
生生
会会会会

岩
泉
病
院
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　６月定例会の傍聴者数はのべ６人でした。傍聴された方の中から、
小本の三浦祐夫さんに傍聴した感想などをインタビューしました。

会の傍傍聴者数はのべべ６人でした 傍聴された方方
ひとことインタビューひとことインタビュー

三
みうら

浦　祐
すけお

夫さん
（中島・59歳）

出かけませんか　議会の傍聴へ！
次の定例会は９月10日開会予定です次の定例会は９月10日開会予定です
詳しくは、議会事務局へおたずねください

ご意見・ご感想をご意見・ご感想を
お待ちしていますお待ちしています

長期的な
展望に立って
改革を

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

三
浦　

岩
泉
町
に
転
入
を
機

に
、
以
前
よ
り
機
会
を
見
つ
け

て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
た
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は
ど
う
で

し
た
か
。

三
浦　

一
般
質
問
を
聞
け
な

か
っ
た
の
で
少
し
残
念
だ
っ

た
。
予
想
通
り
建
設
的
な
質
疑

は
な
く
、
残
念
な
気
が
し
た
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
が
あ
り

ま
す
か
。

三
浦　

十
分
な
調
査
や
学
習
を

も
と
に
、
強
い
信
念
と
使
命
を

持
っ
て
、
全
町
民
に
傍
聴
さ
れ

て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
議
会
に

し
て
ほ
し
い
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る
要
望

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
浦　

い
つ
も
宮
古
市
議
会
を

傍
聴
し
て
い
て
、
や
る
気
の
あ

る
議
員
が
３
分
の
１
も
い
な
い

気
が
し
て
残
念
に
思
っ
て
い
た
。

　

ほ
か
の
市
町
村
も
似
た
り

寄
っ
た
り
か
な
と
想
像
し
て
い

た
。
傍
聴
し
て
、
予
想
通
り
の

気
が
し
て
少
し
残
念
な
気
持
ち
。

　

千
年
に
一
度
の
復
興
に
か
け

る
意
気
込
み
を
、
行
政
や
議
員

の
皆
さ
ま
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
見

え
る
形
で
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

そ
し
て
、
町
民
の
負
託
に
こ

た
え
る
だ
け
の
意
識
の
な
い
人

は
、
潔
く
退
く
ぐ
ら
い
の
覚
悟

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

20
年
後
、
30
年
後
の
少
子
高

齢
化
、
人
口
激
減
の
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
て
改
革
を
進
め
て

ほ
し
い
。

広報編集作業の様子

　議会だよりでは、町民の皆さ
んからのご意見、ご感想をお待
ちしています。
　「読みやすく、わかりやすい、
親しまれる議会報」を目指して
編集に取り組んでいますが、皆
さんからのご意見に耳を傾けな
がら「より良い紙面づくり」に
心掛けていきます。
　TEL　22‒2111（内線252）
　FAX　22‒5566

■
手
続
き
は
、連
絡
先
と

氏
名
を
書
く
だ
け
で
す
。

　

途
中
退
席
も
で
き
ま

す
の
で
、
時
間
に
し
ば

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

■
定
例
会
は
年
４
回
、

臨
時
会
は
必
要
に
応
じ

て
開
か
れ
ま
す
。

「空きビニールハウスの活用が気に
なる」と話すオクラ生産者の三

み か み

上博
ひろし

さん（ 津田・53歳）と子どもたち
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と、森林の
再生に取り組む岩手県岩泉町との連携により実現した
「森の町内会―間伐に寄与した紙―」を使用しています。

平
成
26年

8月
1日
発
行

発
行
／
岩
泉
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
027
－
0595　

岩
手
県
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
岩
泉
字
惣
畑
59
番
地
5

TEL　0194（
22）2111　

内
線
252　

FAX　0194（
22）5566

http://w
w
w
.tow
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i.iw
ate.jp/

い
わ
い
ず
み

議
会
だ
よ
り
N
o. 168

議会広報編集委員会
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小
本
地
区
に
復
興
の
足
音
が
響

き
渡
っ
て
き
ま
し
た
。
小
本
こ
ど

も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
津
波

防
災
避
難
施
設
と
立
て
続
け
の
起

工
式
で
、
こ
れ
か
ら
、
そ
の
姿
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
議
員
と
語
る
会
」
で
は
、
岩

泉
高
校
生
と
貴
重
な
時
間
を
共
有

で
き
ま
し
た
。
将
来
の
ふ
る
さ
と

岩
泉
へ
、
想
像
以
上
に
し
っ
か
り

し
た
思
い
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た

こ
と
に
感
心
し
、
清
新
な
若
い
頭

脳
に
多
く
の
刺
激
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
感
謝
。

 

（
編
集
委
員　

野
舘
泰
喜
）

　

大
川
地
区
高
齢
者
学
級
は
、
学

級
生
42
人
、
浅
内
小
児
童
12
人
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ゲ
ー

ト
通
し
の
後

は
、
一
緒
に

給
食
を
食
べ

て
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し

た
。

議　

長　

加　

藤　

久　

民

委
員
長　

合　

砂　

丈　

司

副
委
員
長　

三
田
地　

久　

志

委　

員　

八
重
樫　

龍　

介

　
　
　
　

林　

﨑　

竟
次
郎

　
　
　
　

野　

舘　

泰　

喜

　
　
　
　

坂　

本　
　
　

昇

編
集
後
記

編
集
後
記

表
紙
に
よ
せ
て

表
紙
に
よ
せ
て

　

安
家
松
ケ
沢
の
渓
谷
を
辿た

ど

り
、集
落
を
過
ぎ
て
程
な
く
し

て
、本
流
と
支
流
が
滝
と
な
っ

て
落
ち
合
う
場
所
が
あ
る
。

　

水
量
が
豊
か
な
２
つ
の
滝
が

競
い
合
う
よ
う
に
山や

ま

峡あ
い

に
滝
音

を
轟と
ど
ろか

せ
壮
観
で
あ
る
。

　

春
の
芽
吹
き
、夏
の
緑
、秋
の

紅
葉
と
四
季
折
々
の
景
観
も
な

か
な
か
で
あ
る
が
、冬
に
足
を

踏
み
入
れ
た
こ
と
は
な
い
。

 

石い
し
が
き垣　

正ま
さ
お雄（
尼
額　

73
歳
） 

私・の・好・き・な・ア・ン・グ・ル・75

一
ひとめ に だ き

目二滝
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